
事故低減効果推定へのアプローチ 
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ITARDA マクロデータ 

パターン 

分類 

  

< ITARDA> 

事故データ 
2013   

死者 :  4,373     
重傷: 44,467 
死傷者: 781,494 

事故パターン 

(約 250 パターン) 

1. 事故実態の調査と分類 

2. 交通事故シミュレーションによるシステム効果の推定 

マクロデータ解析 

ミクロデータ解析 

対象とする事故シーンと削減 
ポテンシャルの明確化 

システム（または施策）の効果推定と 
適切な効果を得るための性能要件の明確化 



シミュレーション概要 
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■個々の車両や歩行者などがモデルに従って独立に認知判断行動 

ドライバの運転特性を分布でモデル化 
ドライバー運転特性の分布 

頻
度

 

事象に対する反応 



効果推定方法 
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模擬した事故場面 

(システム無し) 

模擬した事故場面 

(システムあり) 

システムの事故低減効果 

事故
データ 

試験
データ 

論文
データ 

試験
データ 

Traffic Environment 

Environmental 

Information 

Acquisition 

Driver 

Vehicle 

Perception Cognition Judgment Operation 

System 

Traffic Environment 

Environmental 

Information 

Acquisition 

Driver 

Vehicle 

Perception Cognition Judgment Operation 

System 

道路環境 

車両/ｾﾝｻ 

ドライバ 

事故発生要因を考慮して 

実事故と同じ場面を模擬 

システムに対する 
ドライバの行動 

自動/支援システム 

ドライバの状態(脇見・眠気)別の 
反応時間や回避行動特性等 


